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１．はじめに

国立研究開発法人産業技術総合研究所地質調査総合セン

ターでは，紀伊半島中央部，三重県松阪市西方の高見山地

域の地質調査結果をまとめた地域地質研究報告（5万分の1

地質図幅）「高見山」（竹内ほか，2025）（以下「本図幅」とい

う）を刊行しました（第 1図）．5万分の 1地質図幅のデー

タは，最も詳細で位置精度の高い地質図であり，20万分の

1地質図幅やweb配信で全国を統一凡例で表示されるシー

ムレス地質図等の基本データとなり，重要な位置付けにあ

ります．

新刊 5 万分の 1 地質図幅「高見山」の紹介

本図幅地域から東方の紀伊半島東部では，1932 年に刊

行された 7万 5千分の 1地質図幅「野
のじり

後」（飯塚，1932）以

降，2017 年に刊行された 5万分の 1地質図幅「鳥羽」（内

野ほか，2017）以外に詳細な地質図は整備されていません

でした（第 2図）．紀伊半島は日本最大の多雨地域で，豪雨

時にはしばしば土砂崩れが発生し，社会活動に影響を及ぼ

してきました．また，東南海地震想定震源域にも近いため，

地震時の被害想定にも詳細な地質情報が必要になります．

この度，2018 〜 2021 年にかけて当該地域の地表踏査

を約 250 日間実施し，化学分析や年代測定などの室内作業

による結果も合わせて，本図幅地域に分布する領
りょうけ

家変成コ

キーワード：�1:50,000，地質図幅，高見山，領家帯，三波川帯，四万十帯，秩父帯，
白亜紀，ジルコンU–Pb 年代，中央構造線

1 産総研 地質調査総合センター地質情報研究部門
2 名古屋大学 大学院環境学研究科　〒 464-8601 愛知県名古屋市千種区不老町
3 信州大学 学術研究院理学系　〒 390-8621 長野県松本市旭 3-1-1

第 1 図　5 万分の 1 地質図幅「高見山」．
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ンプレックスと領家深成岩類，三
さんばがわ

波川 –四万十変成付加コ

ンプレックスと秩父付加コンプレックスを基盤岩とする地

質を詳細に明らかにして，精緻な地質図を作成し，その内

容を本図幅としてまとめました．

２．�高見山図幅地域の地質

本図幅地域の中央部には，中央構造線と呼ばれる世界最

大級の総延長約1000 kmの断層が東西に分布しています．

中央構造線の北側には白亜紀の火成弧深部が隆起・削剥さ

れ露出した領家変成コンプレックスと領家深成岩類が，南

側には白亜紀の付加コンプレックス及び変成コンプレック

スからなる三波川 –四万十変成付加コンプレックスが分布

します（第 2図）．

本図幅では，領家深成岩類 17試料のジルコン U–Pb 年

代測定を行い，岩相と年代に基づき岩体区分を行い，従来

よりも詳細な地質図を作成しました．この結果，火成作用

は 103 Ma 頃に始まり，93 Ma から 69 Ma までの間ほぼ

連続的に起こったことがわかりました．

また，中央構造線南側の地層は，従来，四万十付加コン

プレックスと三波川変成コンプレックスに区分されていま

したが，本図幅地域では両者の変成度が漸移的に変化する

ため，両者を区分せずに三波川 –四万十変成付加コンプ

レックスとしました．三波川 –四万十変成付加コンプレッ

クス中の砕屑性ジルコンのU–Pb 年代の年代構成や最若年

代（志村ほか，2017，2018；Shimura et al. , 2019；Jia and 

Takeuchi, 2020）と岩相に基づいてユニット区分をしまし

た．本図幅地域の最南部にはジュラ紀秩父付加コンプレッ

クスが分布します．秩父付加コンプレックスは水平な地質

構造を呈し，白亜紀変成付加コンプレックスの構造的上位

に大峯 –大台スラストを介して接します．

本図幅地域の中央構造線は国の天然記念物に指定されて

いる月出露頭で観察することができます（第 3図）．中央

構造線の活動は，後期白亜紀～古第三紀の左横ずれ断層

運動と正断層運動が認識され（例えば，島田ほか，1998；

Wibberley and Shimamoto, 2003；Fukunari and Wallis, 

2007；Shigematsu et al. , 2012），領家深成岩類にはマイ

ロナイト化が生じています（例えば，島田ほか，1998；

Shigematsu et al. , 2012；Bui et al. , 2023）．これら主要な

活動の後には，多様な運動方向の活動も認識されています

（例えば，梅田，1973；大平，1982；Shigematsu et al. , 

2017；Katori et al. , 2021）．

本図幅中央部の中央構造線沿いには新生代中新世に貫入

した高見山酸性岩が分布し，その岩体からなる高見山（標高

1248.4 m）がひときわ高くそびえています（第4図）．この

ような中新世の火山岩類は，本図幅北部の室生火砕流堆積

物や南部の中奥火砕岩岩脈などとして分布します．

本図幅地域の中央構造線を活断層とする報告はありませ

んが，派生する断層も含めて，これまでの活動により広範

囲の岩盤が破砕されています．そのため月出露頭でも断層

岩の浸食・崩壊が激しくなっています．本図幅では中央

構造線から派生する断層の詳細な分布も明らかにしていま

す．断層の分布や地質構造などの地質災害に関する地質情

報を集約した本図幅は，本図幅地域における防災・減災，

土木・建築などへの活用だけでなく，学術研究の基礎資料

としての活用も期待されます．

第 2 図　5 万分の 1 地質図幅「高見山」地域の位置図（A）と地質概略図（B）．
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３．入手先

本図幅は，産総研地質調査総合センターのウェブサイト

からダウンロードできます（https://www.gsj.jp/Map/JP/

geology4.html　閲覧日：2025 年５月９日）．また，産

総研が提携する委託販売先から購入することも可能です

（https://www.gsj.jp/Map/JP/purchase-guide.html　閲覧

日：2025 年５月９日）．
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